
●ほとんどの遺伝性腫瘍では，がんに なりやすい遺伝子の変化は，
親から 子へ50％の確率で引き継がれる。
●がんになりやすい遺伝子の変化を
受け継いでも，必ずがんを発症する わけではない。

＜遺伝性腫瘍の特徴＞
①若くしてがんを発症する
②がんを何回も発症する
③血縁者に同じようながんを発症した人がいる

＜代表的な遺伝性腫瘍＞
●遺伝性乳癌・卵巣癌症候群：乳癌，卵巣癌，前立腺癌，膵癌
●リンチ症候群：大腸癌，子宮内膜癌が特に多い 他に胃癌や胆道癌等も
●家族性大腸腺腫症：大腸癌

演 題 名 ：がんは遺伝するか？

日 時 ： 令和4年9月10日(第2土曜日) 15:00～16:00

会 場 ： 県民健康センター 研修室

講 師 ： がん検診事業部長 松田 一夫

事前の申込は不要です。

お問い合わせ先：県民健康センター TEL: 0776-98-8000

健康講座のご案内
「福井ライフ・アカデミー連携」

今や日本人2人にひとりが生涯にがんになります。ほとんどのがんの
原因は加齢や生活習慣なので遺伝しません。しかし，一部のがんは
遺伝するため、家族内にがん患者が多発し，若くしてがんになります。
がんと遺伝，遺伝カウンセリングについてお話します。

https://jsht-info.jp/general_public/abouts/


